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このたび、「備後教区仏教婦人会連盟結成 50 周年記念大会」を十月

四日、びんご運動公園スポーツセンターメインアリーナに於いて、総裁

さまご臨席のもと、二千二百名余の仏婦会員が集い開催いたしました。 

開会に当り総裁さまのお言葉で、七単位からスタートしたこの連盟が

五十年を経て百六十五単位まで発展したことを褒めて頂きました。  

これは多くの先生方をはじめ、先輩の皆さまのご尽力のおかげと存じ

ます。また、この大会を開催するに当り、各方面から大会充実募金にご

協力頂き、誠に有難うございました。おかげで大会の内容の充実に効果

を上げることができました。そして、諸準備並びに大会当日とご協力頂

きました皆様方に心より厚く御礼申し上げます。 

今後とも仏婦活動のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 十月四日(火)びんご運動公園(尾道市)において、大谷範子総裁様ご臨席の

もと、備後教区仏教婦人会連盟結成五十周年記念大会が開催されました。 

 あいにくの雨模様にもかかわらず、二千二百人の参加者を迎え、スタッフ

手作りの幻想的な演出の中、開会式が執り行われました。式中これまで仏婦

活動にご尽力下さった八十一名の方々が表彰されました。続く記念講演では

婦人会総連盟講師である藤井邦麿先生より、戦後の「神も仏もない」時代を

振り返りながら、その中で仏様中心の人生を歩んでこられた先人の方々のご

苦労を偲びつつ、今、仏教婦人としてどうあるべきか？わかりやすくお話を

頂きました。午後からは、仏教讃歌の集いが行われ日頃それぞれのお寺で練

習されておられるコーラスの披露や、仏教童謡を参加者全員で歌いました。

その後は、仏婦の手作りによる演劇！が上演され、何度も繰り返し練習され

た成果を発揮し会場は笑いと感動の渦に包まれました。引き続き、藤井先生

による、まとめのお話があり、その中で大会テーマである「伝」伝える・伝

わる・伝えあう事の大切さと難しさをお話頂きました。閉会式では、行動あ

る聞法者として力強く歩んで行く決意を新たに、大会メッセージを読み上げ

多くの感動のうち、大会の幕を閉じました。  

備後教区仏教婦人会連盟結成  

        50 周年記念大会を終えて 

仏婦大会委員長  有光千津子 
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伝供(献灯) 

大 会 会 場 

開 会 式 
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講
師 

藤
井
邦
麿 

先
生 

 

開会式のおつとめ 

大谷範子総裁さま 
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こ
の
人
ど
こ
か
で 

 

見
た
よ
う
な
…
？ 

♪ 

会員さんによる手作りの劇 

皆さん、ご参加いただき 

ありがとうございました 

仏教讃歌のコーラス 
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並びに第３条の所掌事項の決定に関することを行うため、

親鸞聖人 750 回大遠忌法要備後教区推進委員会(以下「法要

委員会」という。)を置く。 

(組織) 

第 9 条 法要委員会は、委員若干人で組織する。 

(２)委員は、教区会議員、組長及び学識経験のある者のう

ちから、教務所長が委嘱する。 

(３)委員の任期は２会計年度とし、再任することができる 

(委員長及び副委員長) 

第 10 条 法要委員会に、委員長１名及び副委員長２人を置

き、委員のうちから、教務所長が指名する。 

(２)委員長は、法要委員会を代表し、会務を統理する。 

(３)副委員長は、委員長を助け、委員長に事故があるとき

は、その職務を代行する。この場合において、委員長は、

副委員長のうち１人を委員長代行として、あらかじめ指名

することができる。 

(常任委員会) 

第 11 条 法要委員会に、必要に応じて、常任委員会を置く

ことができる。 

(２)常任委員会は、委員長及び副委員長、並びに委員のう

ちから教務所長の指名する常任委員若干人で組織する。 

(３)常任委員会は、法要委員会が委任した事項又は臨時緊

急の必要のある事項を処理する。 

(分科会等の設置) 

第 12 条 法要委員会にその所掌事項を分担処理するため分

科会等を置くことができる。(２)分科会等の設置及び組織

などについては、教務所長が法要委員会に諮って決める 

(招集) 

第 13 条 法要委員会は、教務所長が招集する。 

(２)法要委員会に、常任委員会及び分科会等が設置された

ときは、前項の規定を準用する。 

         

(経費) 

第 14 条 法要事務所の運営に必要な経費は、毎会計年度ご

とに予算を編成し教区会の議決を求めなければならない 

(補則) 

第 15 条 この区令の施行について必要な事項は、教務所長

が決める。 

         

1,この区令は教区会の議決を得た日(平成 17 年 10 月 28 日)

から施行する。 

2,この区令施行の際現に施行条例附則第２項の規定に基づ

き講じた準備措置は、この区令による措置とみなす。 

目次  第 1章 総則(第１条) 

    第 2 章 法要事務所(第 2 条－第 7条) 

    第 3 章 法要委員会(第 8 条－第 13 条) 

    第 4 章 補則(第 14 条・第 15 条) 

附則          

(趣旨) 

第１条 親鸞聖人 750 回大遠忌法要事務所設置規程(平成

17 年宗則第 9 号)及び親鸞聖人 750 回大遠忌法要事務所設

置規程施行条例(平成 17 年宗達第 11 号。以下「施行条例 

」という)に基づき、備後教区における親鸞聖人 750 大遠

忌法要(以下「大遠忌法要」という)にかかる事務を円滑に

行うために必要な事項はこの区令の定めるところによる。 

         

(設置) 

第２条 備後教区教務所に、親鸞聖人 750 回大遠忌法要備

後教区法要事務所(以下「法要事務所」という)を設置する 

(所掌事項) 

第 3 条 法要事務所は次の各号に掲げる事項をつかさどる  

 1,大遠忌法要の修行に関すること 

 2,大遠忌法要の記念行事に関すること  

 3,本山で修行される大遠忌法要の団体参拝に関すること 

 4,懇志の募財、勧励に関すること 

 5,前各号のほか、必要なこと 

(職員) 

第 4 条 法要事務所に、次の各号に掲げる職員を置く。 

 一,賛事 若干人   二,主事 若干人 

 三,録事 若干人   四,書記 若干人 

(２)前項の職員は上職の指揮監督を受けて所務に従事する 

(副所長) 

第５条 前条の職員のほか、所長の職務を補佐するため、

副所長１人を置くことができる。(２)副所長の任命は、賛

事のうちから、教務所長が選任し、総局に申請する。 

(参与) 

第６条 法要事務所に、参与若干人を置くことができる。 

(２)参与の委嘱は、宗会議員、教区会議員その他学識経験

のある者のうちから、教務所長が選任し、総局に申請する 

(勧励委員) 

第 7 条 法要事務所に、懇志の募財、勧励業務にあたるた

め、勧励委員を置く。(２)勧励委員の委嘱は、組長につい

て、教務所長が総局に申請する。 

         

(設置) 

第 8 条 教務所長は、教区における法要事務の円滑な処理

第 1 章 総則 

第 2 章 法要事務所 

第 3 章 法要委員会 

第４章 補則 

附 則 

区令「親鸞聖人 750 回大遠忌法要備後教区法要事務所設置規則」

 

十
月
二
十
八
日(

金)

午
後
一
時
よ
り 

本
願
寺
備
後
会
館
本
堂
に
お
い
て
臨
時

教
区
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
の
議
案
は
、
財
務
承
認
議

案
五
件
及
び
法
規
議
案
一
件
で
あ
り
ま

し
た
。
財
務
承
認
議
案
は
、
二
〇
〇
四

(

平
成
十
六)

年
度
備
後
教
区
各
種
歳
計

決
算(

決
算
書
別
紙)

を
承
認
頂
き
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
の
法
規
議
案
に
つ
き
ま

し
て
も
下
記
の
区
令
を
承
認
頂
き
ま
し

た
。
下
記
区
令
は
平
成
十
七
年
宗
則
第

九
号
及
び
同
年
宗
達
第
十
一
号
に
よ
り

宗
派
に
設
置
さ
れ
た
「
親
鸞
聖
人
七
五

〇
回
大
遠
忌
法
要
事
務
所
」
の
規
定
に

基
づ
き
、
各
教
区
に
対
し
「
親
鸞
聖
人

七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
教
区
法
要
事
務

所
並
び
に
法
要
委
員
会
」
の
設
置
が
要

請
さ
れ
た
た
め
区
令
を
発
布
し
設
置
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
親
鸞
聖

人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
の
円
成
に
向

け
て
法
要
委
員
会
を
中
心
に
進
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
も
何

卒
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
教
区
会
を
代
表
し
て
こ
の

た
び
の
「
仏
教
婦
人
会
連
盟
結
成
五
十

周
年
記
念
大
会
」
が
盛
会
裏
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
会
準
備
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 

備
後
教
区
会
議
長 

藤
井
徳
行 
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去
る
七
月
二
十
日
に
尾
道
し
ま
な

み
交
流
館
に
お
い
て
、
第
十
回
記
念

平
和
の
つ
ど
い
を
「
平
和
を
築
く

道
」
～
ア
フ
ガ
ン
医
療
支
援
に
学
ぶ

～
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
現
地
代
表 

中
村 

哲 

医
師
を

ご
講
師
に
迎
え
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。 

 

本
来
は
昨
年
、
久
井
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

台
風
襲
来
の
た
め
急
遽
中
止
と
し
今

年
度
に
繰
り
越
し
、
尾
道
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

 

御
調
東
組
、
御
調
西
組
、
世
羅
組 

三
組
の
方
々
に
は
二
年
に
渡
っ
て
お

世
話
く
だ
さ
り
ま
し
た
。 

 

且
つ
ま
た
、
四
四
八
名
も
の
参

加
を
得
、
盛
況
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
こ
と
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
組
長
さ
ま
を
始
め
関
係
者
の

か
た
が
た
に
お
礼
申
し
上
げ
る
こ

と
で
す
。
一
昨
年
よ
り
平
和
の
つ

ど
い
の
講
師
の
方
を
浄
土
真
宗
関

係
者
に
限
定
せ
ず
、
幅
広
い
方
々

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
こ
と
に
よ
り
「
平
和
の
つ

ど
い
」
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と

な
っ
て
き
ま
し
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
こ
の
方
向
で
歩
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

九
月
八
日(

木)

に
本
願
寺
備
後
会

館
を
会
場
に
「
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回

大
遠
忌
法
要
の
円
成
に
向
け
て
総
局

巡
回
」
が
、
本
願
寺
よ
り
不
二
川
公

勝
総
長
が
出
向
さ
れ
、
教
区
内
よ
り

教
区
の
役
職
者
を
初
め
僧
侶
・
門
信

徒
、
多
数
の
方
々
が
集
わ
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
の
総
局
巡
回
は
、
二
〇

一
一
年
四
月
よ
り
二
〇
一
二
年
一
月

ま
で
お
勤
ま
り
に
な
る
「
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
」
の
円
成

と
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年

度
ま
で
の
三
期
十
二
年
度
に
わ
た
る

「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
宗

門
長
期
振
興
計
画
」
の
推
進
に
向
け

て
理
解
と
協
賛
を
得
る
た
め
、
全
教

区
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
備
後
教

区
で
は
九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 当

日
は
午
後
一
時
よ
り
、
第
一
部

の
式
典
が
開
催
さ
れ
、
勤
行
に
引
き

続
い
て
不
二
川
総
長
よ
り
「
大
遠
忌

法
要
の
円
成
に
向
け
て
」
と
題
し
て

ご
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
随
行
講
師

の
藤 

真
澄
師
よ
り
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

続
い
て
第
二
部
の
「
推
進
の
つ
ど

い
」
で
は
「
宗
門
長
期
振
興
計
画
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
は

「
新
た
な
始
ま
り
～
明
日
の
宗
門
の

基
盤
作
り
～
」
と
標
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
の
二
つ
の

目
標
と
し
て
、
第
一
に
「
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
の
修
行
」

第
二
に
「
現
代
社
会
に
応
え
る
教

学
・
伝
道
態
勢
の
構
築
と
み
教
え
に

生
き
る
『
人
』
の
育
成
」
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
目
標
を
具
体
化
す
る
施
策
と

し
て
十
五
の
重
点
項
目
が
構
築
さ

れ
、
二
十
七
に
わ
た
る
推
進
事
項
に

よ
り
、
様
々
な
意
見
等
を
得
ら
れ
な

が
ら
具
体
化
さ
れ
て
い
か
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
た
び
の
「
宗
門
長
期

振
興
計
画
」
の
収
支
計
画
は
二
百
六

十
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
各
寺

院
等
に
も
懇
志
の
依
頼
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

説
明
に
引
き
続
い
て
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
質
問
や
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
渡
辺
恭
信
組
長
会
長
よ

り
法
要
円
成
に
向
け
て
の
決
意
表
明

が
な
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。  
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宗
祖
七
五
〇
回
大
遠
忌
に
向
け
た

中
、
宗
門
で
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

中
心
に
少
年
教
化
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
備
後
教
区
で
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
指
導
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

の
た
め
に
連
続
講
座
を
開
き
ま
し
た

(

少
年
教
化
推
進
専
門
委
員
会
と
少

年
連
盟
の
共
催)

。
一
回
目
は
六
月

十
六
日
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
企
画 

・
準
備
・
進
行
が
テ
ー
マ
。
実
際
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
教
区

内
の
先
輩
た
ち
が
座
談
会
形
式
で
参

加
者
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
進
め
ま

し
た
。
「
こ
ど
も
た
ち
が
い
う
こ
と

を
聞
か
な
い
と
き
ど
う
叱
っ
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
」
「
ゲ
ー
ム
に
の
っ

て
こ
な
い
こ
ど
も
が
い
る
と
き
は
ど

う
す
れ
ば
…
」
「
こ
ど
も
同
士
の
ケ

ン
カ
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
体

験
か
ら
の
質
問
に
「
決
ま
っ
た
答
え

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
例

え
ば
こ
う
し
て
み
た
ら
・
・
」
と
先

輩
た
ち
が
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
答
え

て
い
ま
し
た
。
二
回
目
は
少
年
連
盟

の
指
導
者
研
修
を
兼
ね
て
ク
ラ
フ
ト

(

工
作)
を
習
い
ま
し
た
。
講
師
は
、

兵
庫
教
区
の
元
少
年
連
盟
養
成
委
員 

藤
井
章
乗
先
生
。
ス
ト
ー
ン
ク
ラ
フ

ト(

石
に
絵
を
描
く)
、
プ
ラ
バ
ン
キ 

ー
ホ
ル
ダ
ー
、
紙
絵
皿
、
手
作
り
花

火
、
焼
き
板
、
ワ
リ
バ
シ
鉄
砲
、
な

ど
な
ど
実
際
コ
ー
ナ
ー
を
分
け
て
み

ん
な
で
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。
つ
く

る
の
に
夢
中
に
な
り
研
修
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を

ひ
っ
さ
げ
て
夏
休
み
期
間
中
、
研
修

生
は
先
輩
た
ち
の
お
寺
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
訪
ね
て
実
地
研
修
し
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
や
り
方
に
は

一
例
は
あ
っ
て
も
定
型
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
く
ら
で
も
新
た
な
可
能
性
が

開
発
で
き
ま
す
。
参
加
者
は
自
分
た

ち
の
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
て
来
年

以
降
の
少
年
教
化
に
活
躍
し
て
い
た

だ
け
る
は
ず
…
で
す
よ
ね
！
き
っ
と 

大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

 
九
月
二
十
七
日
、
本
願
寺
備
後

会
館
に
お
い
て
、
連
研
の
た
め
の

研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

近
年
、
教
区
内
に
お
い
て
連
研

を
開
催
す
る
組
が
増
え
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
四
十
名
以
上
の
参
加

者
が
あ
り
、
盛
況
な
中
に
も
活
発

に
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
研
究
会
に

な
り
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
大
阪
教
区
よ
り
野
村

康
治
先
生(

連
研
中
央
講
師)

を
お

招
き
し
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

午
前
の
部
で
は
、
中
組
・
三
谿

組
・
三
次
組
よ
り
連
研
の
現
況
報

告
が
な
さ
れ
、
連
研
を
い
か
に
し

て
立
ち
上
げ
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
き
た
か
な
ど
を
お
話
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

開
催
形
式
に
つ
い
て
一
回
で
完

結
す
る
の
で
は
な
く
、
三
回
に
わ

け
て

1

つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

た
り
、
組
独
自
の
門
徒
推
進
員
を

す
す
め
た
り
等
、
組
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
取
り
組
み
を
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
り

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
あ
わ
せ
て
教
区
内
の
連

研
開
催
組(

九
組
開
催
・
四
組
準
備

中)

か
ら
も
現
況
報
告
を
し
て
頂
き

ま
し
て
、
互
い
に
質
問
・
意
見
を

交
わ
し
合
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
午
後
の
部
で
は
、
全
体
協
議

会
と
し
て
「
連
研
推
進
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
話
し
合
い
、
ま
た

午
前
の
部
の
現
況
報
告
を
受
け
て
、 

協
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
連
研
実

施
者
や
参
加
者
か
ら
の
幅
広
い
意
見 

・
苦
労
が
語
ら
れ
る
中
に
も
、
連
研

へ
の
理
解
が
深
ま
る
有
意
義
な
研
究

会
で
あ
り
ま
し
た
。 
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さ
る
、
八
月
三
十
日(

火)

～
三
十

一
日(

水)

と
備
後
教
区
の
担
当
で
、

福
山
市
ア
ル
シ
ェ
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
『
「
現
代

社
会
と
布
教
」
現
代
社
会
に
向
き
合

い
拓
く
伝
道
の
実
践
を 

―
具
体
的

課
題
を
考
え
る
―
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
布
教
団
連
合
総
団
長
後
藤
寿
邦

総
務
ご
出
席
の
も
と
、
勧
学
徳
永
道

雄
先
生
、
中
央
相
談
員
小
林
義
教
先

生
を
お
迎
え
し
、
更
に
は
同
連
区
の

大
勢
の
布
教
使
に
ご
参
加
を
頂
き
、

す
ば
ら
し
い
学
び
の
場
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

  北
部 

 

日 
時 

 

十
月
六
日
（
木
） 

 

場 

所 
 

三
谿
組 

照
善
坊 

 

参
加
者 

 
一
三
三
名 

南
部 

 

日 

時 
 

十
月
七
日
（
金
） 

 

場 

所 
 

本
願
寺
備
後
会
館 

 

参
加
者 

 

七
十
四
名 

 

南
部
・
北
部
合
わ
せ
て
二
〇
七
名

の
参
加
者
の
も
と
、
連
研
中
央
講

師
・
大
阪
教
区
浄
行
寺
住
職
の
義
本

弘
導
先
生
か
ら
「
ほ
ん
と
う
の
宗
教

と
う
そ
の
宗
教
」
と
い
う
こ
と
で
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

門
徒
総
代
会
研
修
会 

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会 

備
後
の
ビ
ハ
ー
ラ
へ
の
取
り
組
み

は
、
平
成
四
年
本
願
寺
備
後
会
館
で

「
ビ
ハ
ー
ラ
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ

て
始
ま
り
ま
し
た
。
以
後
各
地
で
、

施
設
や
病
院
・
在
宅
の
高
齢
者
や
病

『
い
の
ち
に
寄
り
添
う
』 

―
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
の
活
動
― 

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
こ
れ
ま
で
の
布
教
の
あ
り
方
を

今
一
度
見
つ
め
な
お
し
、
現
代
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
面
に
配
慮
し
な
が
ら
、

大
遠
忌
に
向
け
て
ご
法
義
が
正
し
く

相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
共
々
に
確
認

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

人
の
心
を
支
え
る
活
動
が
始
ま
り
、

平
成
八
年
に
「
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
」
が

結
成
さ
れ
て
か
ら
、
活
動
に
必
要
な

研
修
や
実
習
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

今
年
九
月
三
十
日
に
開
催
し
た
研

修
協
議
会
で
は
、
「
箱
庭
療
法
」
を

勉
強
し
、
人
の
気
持
ち
を
あ
た
た
か

く
受
け
入
れ
共
感
す
る
「
こ
こ
ろ
と

心
の
ふ
れ
あ
い
」
が
、
生
き
る
喜
び

に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
は
、
常
に
如
来
様

の
お
心
を
感
じ
な
が
ら
人
び
と
の
心

に
寄
り
添
う
活
動
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

協
力
下
さ
い
。 
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日
時 

八
月
二
十
八
日(

日)
 

会
場 
三
谿
組 

照
善
坊 

講
師 

後
藤
法
龍
先
生
（
前
中
央
基

幹
運
動
推
進
相
談
員
） 

講
題 

『
念
仏
の
声
を
世
界
に
子
や

孫
に
』 

 

百
名
以
上
の
参
加
の
も
と
、
平
成

十
七
年
度
仏
壮
夏
期
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
・
午
後
を
通
し
て

前
中
央
相
談
員
の
後
藤
法
龍
先
生
に

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

仏
壮
夏
期
研
修
会 

昨
年
度
の
仏
華
立
て
方
研
修
会
、
好
評

に
つ
き
、
も
う
一
度
と
い
う
声
に
お
応
え

い
た
し
ま
し
て
、
今
年
度
も
下
記
の
通
り

昨
年
度
よ
り
基
推
第
一
部
会
主
催
に
よ
る

学
習
会
が
始
ま
り
、
今
年
度
は
二
回
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
第
一
回

目
は
標
記
の
テ
ー
マ
に
て
左
記
の
通
り
行
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 日 

時 
 

十
二
月
十
九
日(

月)
 

 
 
 
 
 

午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で 

会 

場 
 

本
願
寺
備
後
会
館 

講 

師 
 

基
推
第
一
部
会
委
員 

参
加
費 

 

無
料 

報
恩
講
の
季
節
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し

た
。
本
年
度
、
本
願
寺
備
後
会
館
報
恩
講

を
左
記
の
通
り
勤
修
致
し
ま
す
。
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
下
さ
い
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 日 

時 
 

十
一
月
三
十
日(

水)
 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
中 

 

午
前
十
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

逮
夜 

 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら 

※ 

お
斎
を
ご
用
意
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

会 

場 

本
願
寺
備
後
会
館 

本
堂 

講 

師 

若
林
眞
人 

師 

 
 
 
 
 
(

本
願
寺
派
布
教
使)

 
講 
題 

『
恵
信
尼
さ
ま
の
お
手
紙
』 

秋
期
勤
式
研
修
会 開

催
の
お
知
ら
せ  

本
願
寺
備
後
会
館
報
恩
講 

勤
修
の
ご
案
内  

基
推
第
一
部
会
主
催
学
習
会 

「
改
憲
論
の
現
状
と
念
仏
者
の
課
題
」 

開
催
の
お
知
ら
せ 

開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
ま
す
！ 

 日 

時 
 

十
一
月
十
八
日(

金)
 

 
 
 
 
 

午
前
十
時
か
ら 

会 

場 
 

本
願
寺
備
後
会
館 

本
堂 

講 

師 
 

水
本
俊
雄
先
生 

 
 
 
 
 
(

本
願
寺
開
明
社 

花
新)
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7 月 

 

 

 

 
 

 

 

 
 8 月 

 

 

 

 
  

 

9 月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 11 月 

 
 
12 月 

 
 

 

 

 

 

 

 1 月 

 

 
 

 

 

2 月 

 

民族、言葉は違っても 南無阿弥陀仏で心は一つ 

 
いのちと共に伝わり続けた 南無阿弥陀仏 

  

 1 日 門徒推進員世話人会 

  1 日 基推第３部会 

  5 日 仏婦 50 周年記念大会実行小委員会 

  6 日 仏婦 50 周年記念大会広報部会 

  7 日 基推第４部会所掌各専委連絡協議会 

  8 日 春期勤式研修会 

  9 日 仏婦若婦人研修会（三谿組善徳寺） 

 10 日 仏婦若婦人研修会（会館） 

 11 日 会館常例法座（真澄慎一師） 

 14 日 勤式練習会 

 15 日 少年連盟指導者研修会 

 15 日 サマースクールリーダー養成連続講座(2回目) 

 20 日 第 10 回記念平和のつどい 

 24 日 若婦人専門委員会 

 

 5 日 仏婦役員会 

 11 日  仏婦 50 周年記念大会広報部会 

 11 日 会館常例法座（小武正教師） 

 12 日 会館休館日（16 日まで） 

 17 日 連区布教使研修会実行委員会 

 22 日 仏婦 50 周年記念大会会場部会 

 23 日 仏婦 50 周年記念大会行事部会 

 24 日 布教団研修旅行（26日まで） 

 28 日 仏壮夏期研修会 

 29 日 連区布教使研修会（備後） 

 

  1 日 仏婦 50 周年記念大会広報部会 

 2 日 同朋三者懇話会（広島別院） 

 3 日 若婦人専門委員会 

 6 日 仏婦常任委員会 

 8 日 総局巡回 

  9 日 仏婦 50 周年記念大会小委員会 

 11 日 会館常例法座（深水正道師） 

 12 日 仏婦大会仮リハーサル 

 15 日 教区報専門委員会 

 15 日 仏婦 50 周年記念大会広報部会 

 16 日 勤式練習会 

 17 日 千鳥ヶ淵法要団体参拝（18日まで） 

 20 日 仏婦 50 周年記念大会会場部会 

 21 日 仏婦 50 周年記念大会行事部会 

 25 日 仏婦 50 周年記念大会部門連絡会議 

 27 日 連研のための研究会 

 30 日 ビハーラ研修協議会 

 

  3 日 仏婦 50 周年記念大会前日準備 

 4 日 仏婦 50 周年記念大会 

 5 日 責役・総代会 

 6 日 総代研修会（北部 三谿組照善坊） 

 7 日 総代研修会（南部 本願寺備後会館） 

 11 日 会館常例法座（福光 惠師） 

 12 日 少年教化推進専門委 

 12 日 少年連盟役員会 

 17 日 基推第 1部会 

 17 日 法式・法務専門委 

 18 日 仏婦役員会 

 19 日 基推第 4部会 

 20 日 寺婦勉強会 

 20 日 勤式練習会 

 22 日 仏壮役員会 

 25 日 基推常任委員会 

 28 日 臨時教区会  

 28 日 法要委員会 

 
 2 日 賦課基準調整小委員会 

 8 日 布教団反省会   

 11 日 会館常例法座（寺山寿範 師） 

 18 日 秋期勤式研修会 

 30 日 会館報恩講 

 
  6 日 仏婦・寺婦基幹運動研修会 

 10 日 若婦人専門委員会 

 11 日 会館常例法座（岡部正顕 師） 

 16 日 基推第 4部会・各専門委合同会議 

 19 日 基推第 1部会主催学習会 

 28 日 午後より宗務納め（1月 9日まで） 

 
 10 日 宗務初め 

 11 日 会館常例法座（栗原一乗 師） 

 18 日 連区基推連絡協議会（備後 19日まで） 

 19 日 基推第 4部会 

 31 日 ビハーラ研修協議会 

 
  2 日  寺婦勉強会 

 6 日 会館休館日（７日まで） 

 9 日 寺婦研修旅行（10日まで） 

 10 日 同朋三者懇（尾道） 

 11 日 会館常例法座（藤間幹夫 師） 

 16 日 仏婦役員研修会（17 日まで） 

 17 日 勤式練習会 

 23 日 僧侶研修会 

 27 日 布教団記念大会（予定） 
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(

敬
称
略) 

備
中
里
組 

 

浄
心
寺 

 
 

前
住
職 

津
田 

康
道 

 

（
八
月
八
日
寂
） 

三 

谿 

組 
 

正
法
寺 

 
 

前
坊
守 

小
武 

八
千
代 

 
 

 
 

（
九
月
二
十
日
寂
）   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

敬
称
略) 

備
中
里
組  

正
専
寺 

 
  

立
山 

 

公
義 

（
公
善
） 

(

平
成
十
七
年 

六
月
三
十
日
付)

 

備
中
里
組 

 

地
福
寺 

 
  

高
橋 

 

慧 
 

（
了
慧
） 

沼
隈
南
組 

 

南
禅
坊 

 
  

高
階 

 

大
佑 

（
清
慧
） 

三 

次 

組 
 

西
覚
寺 

 
  

伊
川 

 

大
慶 

（
大
慶
） 

世 

羅 

組 
 

弘
願
寺 

 
  

大
歳 

 

公
子 

（
浄
智
） 

(

平
成
十
七
年 

八
月
三
十
一
日
付)

  

※
こ
の
た
び
仏
婦
大
会
特
集
の
た
め
、
ご
法 

 

話
・
坊
守
探
訪
・
み
の
り
の
輪
・
仏
事
雑 

 

 

記
帖
は
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

敬
称
略) 

三 
次 
組 

 

専
法
寺 

 
 

福
間 
茂
夫 

（
謙
敬
） 

 
 
 

（
平
成
十
七
月
五
月
十
五
日
付
） 

三 

次 

組 
 

東
光
坊 

 
 

坂
原 

礼
子 
（
智
順
） 

 
 
 
 

（
平
成
十
七
月
八
月
十
一
日
付
） 

 
(

敬
称
略) 

沼
隈
南
組 

 

光
源
寺 

 
 

衆 

徒 

芦
谷 

是
一 （

十
月
二
日
寂
） 

 

門
徒
宗
会
議
員
・
会
館
門
徒
総
代 

深 

津 

組 
 

崇
興
寺 

 
 

総 
 

代 

開
地 

弘 

 
 
 
 

 
 
 

（
十
月
七
日
寂
）  

 
老
巧
化
に
つ
き
右
記
の
間
、
会
館
の

改
装
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
致

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

す
っ
か
り
秋
で
す
ね
。 

 

気
付
い
て
み
れ
ば
、
今
年
も
半

分
以
上
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
「
哲
学
の
秋
」
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
秋
の
夜
長
に
い
ろ

い
ろ
と
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
み
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
（
そ
ん
な
少

女
の
よ
う
な
年
齢
で
も
な
い
の
で

す
が
（
笑
）
）
何
気
な
い
日
常
の

事
、
家
族
の
事
、
友
達
の
事
、

ペ
ッ
ト
達
の
事
、
自
分
の
事
…
。 

生
き
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
誰
か

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
り
、

衝
突
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
誰
か
に
助
け
ら
れ

た
り
、
支
え
ら
れ
て
も
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
自
ら
そ
の
逆
も
し
な

が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
当
た
り
前

の
事
で
す
が
、
つ
い
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
事
。 

 

全
て
の
事
に
意
味
が
あ
る
！
人

に
も
自
分
に
も
感
謝
を
忘
れ
ず
生

活
し
て
い
き
た
い
な
～
っ
と
思
っ

た
今
日
こ
の
頃
で
し
た
。 

Ｒ
・
Ｎ 

会
館
参
拝
者
用 

臨
時
駐
車
場
の
ご
案
内  

近
隣
の
ご
門
徒
さ
ま
の
ご
好
意
に

よ
り
、
左
記
の
場
所
に
参
拝
者
用
臨

時
駐
車
場
を
設
置
さ
せ
て
頂
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
会
館
・
教
区
の
行
事

で
会
館
前
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
行
事
終
了
後
は
施

錠
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ

れ
以
外
で
の
駐
車
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。
何
卒
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
願
寺
備
後
会
館
の
年
末
年
始
休
館

日
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 


